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＜連絡事項＞
特記事項なし

＜入室状況＞
無し

＜患者様連絡事項＞
・田中　敬様～三食パン➝三食ご飯へ食事変更。

・和田　昌様～硬粥➝ご飯へ食事形態変更となる。

・川村　和弘様～常食・常菜➝常食・キザミへ食事形態変更となる。

・鈴木　正子様～12/15　外出時自宅まで菊地Ns付き添いし14：00～保健師、看護師、SW同席の下退院前訪問指導実施。
終了後～12/1711：00まで外泊訓練。12/17帰院時は次男様送迎予定。


＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。ゴミ箱を漁り残った飲み物を飲もうとするといった逸脱行為あり、自制困難にて早めに開放観察終了となる。自室内では脱衣みられるが、不潔行為無く過ごされている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。	

・澤口　利香様～終日隔離中。各食2/3摂取し拒薬なし。表情冴えないが易怒性なく粗暴行為なく経過。12:10不穏時レボトミン50㎎ 1T、疼痛時ロキソプロフェンNa60mg 1T、不安時レキソタン5㎎ 1T服用し、15：05不穏時レボトミン50㎎ 1T、不安時レキソタン5㎎ 1T服用後も気分変動なく静穏に過ごされている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・小林　辰夫様～身体拘束中。危険行動、不穏さなく柞木田Dr指示にて14：43拘束解除となる。また膀胱留置カテーテル抜去の指示あり、施行。その後、トイレ誘導にて排尿あり。本人の覚醒も良く、疎通可。
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＜金Dr.診察＞
・鈴木 正子様～12/15退院前訪問指示出ている。臨時薬同内容にて7日分処方あり。本人様より仕事復帰について確認あったが、退院前訪問実施後に検討すると主治医より説明している。

・戸来 栄一様～臨時薬同内容にて7日分処方。診察時、本人様より面談時は母様とも話したいと希望あるも、主治医より話してもいいが怖がらせないように注意するように説明している。

・東野 愛様～臨時薬同内容にて7日分処方。便秘時センナリド10回分処方している。

・平野 朝枝様～主治医診察あり区分変更終了したら退院支援進めていくように指示あり。
